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　この表彰は、多年にわたり男女共同参画社会づくりに顕著な功績のあった個人を表彰するものです。県内関係
者の受賞は3人目となります。

　1975年、国際婦人年の世界的女性パワーは、山も動き始
めたか、と思わせるものでした。国や県市の行動計画はもと
より、差別撤廃条約や、その他もろもろの原点でしょうか。
　90年代、現男女共同参画推進センターを拠点に、県女性
いきいきアドバイザーはネットワークを組み、行政との協働
でプランの策定・推進に努めました。92年、甲府市は、推
進のための市民会議を設置。任期を終えたOG会が、全市へ
の浸透に向け活動しています。
　男女共同参画は、少子化脱出への第一歩。男性と共に楽し
く子育てする社会の足音が聞こえますか。 （駒井つる子）

　2日間に渡ったグループ討議では全国から集まった個性豊

かなメンバーで「広報・啓発」をテーマに話し合いま

した。伝える側が「男女共同参画」という言葉をど

うかみ砕いて、どのような形で伝えていくのか、「こ

れが非常に難しい」ということを再認識しました。

　なぜなら、男女共同参画は生まれてから死ぬまで

の全てのことに関わる大きな考え方だからです。一

生のことを「男女共同参画とは何か」と要約して説

明することは難しく、年代に、あるいは生活や仕事

の場面に分けての具体的な問題点と解決方法をきっ

ちり捉えていくべきだと感じました。

　公演で、たもつゆかりさんが紹介してくださった

ＤＶＤの映像（男女共同参画を学ぶ30代40代のメ

ンバーが、同世代のつぶやきを集め、そのつぶやき

に優しく答える詩や文章、地元で撮影した映像、心

地よい音楽で構成した作品）は実に分かり易く脳裏

に残るものでした。人々に訴える表現のテクニック

の重要性を実感しました。

　2日間の研修は、内閣府による「少子化と男女共

同参画に関する社会環境について」の説明と、オフ

ィスピュア代表たもつゆかり氏の講演「地域が男女

共同参画をすすめるに当たっての課題と推進方策」

がおこなわれ、その後6グループに分かれ討議に入

った。

　私達Ｂ2班の討論テーマは「ワーク・ライフ・バ

ランスを可能とする働き方の見直し」。

　ＤＶ、子育て支援、女性の再雇用、地域活動、男

性の育児参加、働き方、自殺の問題まで幅広く話題

が提供され、限られた時間の中で論議は白熱し、出

身県や地域色豊かに活動内容の紹介やアイディア、

方策が意見交換され意識の高さが伺われた。最後に

出した結論は、「女性も男性も子どもも共に生きや

すい社会の構築は市民、企業、行政のそれぞれの細

やかな対応とパートナーシップ精神が大切」となった。

　色々な経験や古い慣習を踏まえて、地域を良くし

ようという意識をもった人達と一緒に有意義な時間

を共有できたことを感謝します。

（Ｂ2班のメンバーと写真中央が高市早苗大臣、

　　　　　　　　　　　　　　　左隣が渡辺です。）

荒川　佳子さん（甲府市） 渡辺　聖香さん（南アルプス市）

第1回　5／13（土）参加型学習の進め方

第2回　5／14（日）ワークショップの技法

第3回　5／20（土）参加型学習プログラムの企画と運営

第4回　8／26（土）一日県外研修（国立女性教育会館）

第5回　12／3（日）発表会

講師：廣瀬隆人さん（宇都宮大学教授）

◆出演団体　上野原市男女共同参画推進委員会、忍野ハーモニープラン推進委員会、甲斐ヒューマンプラン推進委

　　　　　　員会、グループ Wing やまなし、グループみらい、グループ夢のかけはし、劇団さくらっ子、
　　　　　　甲府市女性市民会議ＯＧ会、都留市男女共同参画推進委員会、南部町男女共同参画審議会
　　　　　　西桂町男女共同参画推進委員会、富士河口湖町男女共同参画推進委員会

　　　　　　北杜市男女共同参画推進委員会、三珠えがりての会、H18やまなし女性未来塾Ａグループ

～大人の学びを深めるために～

※平成19年度については、12ページを参照してください。

　3月4日、ぴゅあ総合にて県下の男女共同参画に関わるパフォーマンスが一同に会しました。寸劇・紙芝居・ペ
ープサート・パネルシアターで会話劇など様々なパフォーマンスの方法を学んだり、参加者どおしの交流の場とな

りました。

　参加者ひとり

ひとりを受容し、

目配り気配りし

てくださる講師

の魅力に惹かれ、

学び通い続けました。学ぶことの楽しさ、人と

の出会いの喜びを改めて感じました。（参加者）
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9／5･7　10／4･5　11／7･8　12／5･6
●あんしん子育て講座
「パークルームへきてネ！」
「ベイビーシャワーへようこそ！」
講師：NPO法人ちびっこはうすインストラクター

●団塊世代のためのセカンドライフセミナー
1／27　第1回目「セカンドステージを楽しむために」
講師：桜井高志さん（桜井･法貴グローバル教育研究所代表）

パフォーマンス：劇団さくらっ子「男だってケセラセラpart2」　　
2／4　第2回目

　　　 「セカンドライフとお金の上手なつきあい方」
講師：高田とも子さん（ファイナンシャルプランナー）

平成18年度家庭教育推進事業
◇父親を考えるフォーラム◇
●峡北地区保育所保護者連合会と
　の共催事業
1/13　「今、お父さんに求められているもの」
講師：広岡守穂さん（中央大学法学部教授）

安心して過ごせる広い場所がなかなかないので、
子どもも楽しそうで普段とは違う笑顔が見られ、
とても嬉しかったです。同じ時期の子どもを育
てている方々と情報交換したり、いろいろな遊
びを教えていただき参考になりました。母親自
身も日頃の不安や疲れを吹き飛ばすことができ
ました。ありがとうございました。

（30代女性）

6/11　●ぴゅあ総合基礎セミナー　　　　
第1回 「男女共同参画ってなあに？」　　　
講師：桜井高志さん（桜井･法貴グローバル教育研究所代表）

◇男女共同参画月間記念講演◇
6/18　●ぴゅあ総合基礎セミナー
第2回 「少子化と男女共同参画」
講師：阿部正浩さん（獨協大学経済学部助教授）

●「やまなし地域女性史研究プロジェクト」公開研究会

12/8　第1回

 「明治・大正　山梨の女性たち―

　　　　　　　　　　その生き方と働き方」

講師：山本多佳子さん（地方史研究家）

～キャンパスネット連携講座～

12/16　第2回

 「昭和初期　山梨の農村女性たち―

　　　　　　　　　　聞き取りの経験から」

講師：大門正克さん（横浜国立大学経済学部教員）

1/27　●コミュニケーションアップセミナー

 「よりよい人間関係をつくるために」

講師：金香百合さん（ホリスティック教育研究所所長）

12／2　「ワークショップ  セクハラを考える」

企画：山梨学院大学山内幸雄ゼミナールのみなさん
アドバイザー：山内幸雄さん（山梨学院大学法学部教授）

2／18　「表現力アップセミナー　～パフォーマンスに生かす～」　

企画：劇団「さくらっ子」
講師：プレイバッカーズ　宗像佳代代表　他2名

記念講演会
『男のたてまえ　女のホンネ』

パフォーマンスメッセ2006
◇参加　7団体◇

世代を超えて
　　多くの人々が
　　　　集いました

～ワークショップ～
子育て真っ最中100人に聞きました

今、一番必要な子育て支援は？

広岡守穂さん
（中央大学法学部教授）　

広岡立美さん
（石川県議会議員）

親子でリフレッシュ！Let's enjoy !!

バルーンアートづくり

手作り竹細工

お餅つき

大勢の親子連れで
“ふれあいひろば”は大賑わい！

「山梨の女性史を学ぶ」県立大学地域研究交流センターとの共催事業

金先生のお話はわかりやすく期待通りの講座で大
変パワーをもらうことができました。自己のために
はもちろんですが、身近な家族・友人等に「ありがと
う」や「笑顔」そして「きちんと謝る」ことからはじめ
てみようと思います。自分を変えることの大切さ―

“まだ間に合う”と信じてがんばります。　（50代女性）

9/30・10/1

市民企画講座 出 前 講 座

「子どもの育ちと親の

  関わり」

10／31  講師：栗田真司さん
（山梨大学教育人間科学部助教授）

「生涯を通じた女性の

  健康」

1／13  講師：伏見正江さん
（山梨県立看護大学短期大学部教授）

「チャレンジ　ザ　親子ヨガ」

12／2  講師：田中夕起子さん・広木瑞穂さん
（エアロビクスＹ'ｓ代表）（ＭＭＦインストラクター）
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誰にも新たな自分探しの旅がある

～ぼくが看護師をめざす訳～

（職域から考える男女共同参画）

9／12　講師：松下裕子さん
（県立看護大学教授）学生3名

みんなで子育て

無限に広がる宇宙を見よう

11／2・12 ／3

講師：県立科学館職員
　　　ボランティア　

わたしにとって「男女共同参画」

とは～今までの暮らし方これから

の生き方～

6／11　講師：米田佐代子さん
　　　　（元県立短期大学教授）

パソコン講座
講師：（株）ピーコ　
　　　  パソコンスタッフ
第1回　5／27　6／3　
表計算ソフトの基本操作
第2回　12／2・9　　　　
デジカメの基礎と応用

楽しいDIY講座
第1回　10／26　自分でできる住まいの安全対策
　　　　講師：日本DIY協会(株)エンチョー
第2回　 2／17　木工･電動工具の使い方
　　　　　　　　 多目的おもちゃ箱作り
講師：森林総合研究所員　
　　　安藤稜威雄さん（森の教室）　
　　　外崎晃さん（家具作家）

男女共同参画まちづくり講座１

4／27　みんなでつくろう男女共同参画社会

　　　　 「桃子の鬼たいじ」

　　　　 南部町男女共同参画審議会

男女共同参画まちづくり講座2

3／3　戦国の男女（ひと）に学ぶ

　　　  山内一豊の妻と現代家族のあり方

　　　  講師：宝井琴桜さん（講談師）

Let  's  Cook

楽しく作りましょう

ローストチキンにチャレンジ！
12／10　講師：數野浩司さん
　　　　　（県立身延高校教諭）

これまで名前しか知らなかった男女雇用機会均等法の内容や看護大学の学生さ

んのリアルな体験を聞くことが出来、大変有意義なものとなりました。

（10代男性）

今回の講座は、学校では知ることの出来ないことも多く知ることができてよか

ったです。また、看護大学の数少ない男子学生として、今置かれた

環境の中での学習の大変さを聞き驚きました。　　　　（10代女性）

かわいい小物にトールペイント

8／16　講師：江戸千春さん
　　　　（トールペイント作家）

みんなでリトミック&いろいろおしゃべり会

12／15　講師：木内貴子さん・長洞まゆさん
 （リトミッククラブぽっけ）

 若林澄江さん（南部町福祉保健課）　　　　　

育ち合おう

～愛と勇気の基地作り

6／9　講師：坂本玲子さん
　　　（県立大学助教授）

食と環境と健康～自然と

共生する善循環の社会を

7／1　講師：鈴木俊輔さん
　　　（ＮＰＯなんぶ農援隊）

11/25

講演・ワークショプ「女と男　ともにつくる豊かな地域社会を」　　　　

　　　　　　～わたしたちにできることは何？～

講師：桜井高志さん（桜井・法貴グローバル教育研究所代表）

パフォーマンス「よっちゃばれ」　劇団さくらっ子

今の時代、若い人たちは男女よく協力し合って生活してい

るようですが、行政や社会では、まだまだ遅れているよう

です。条例を出してばかりでは進みません。推進して、ど

しどしいろいろな面で活動していくことが大切だと思いま

す。男性よりも女性がもっと勉強して互いに助け合ってい

くという意識が大切だと思います。（参加者）

増穂町・南部町・峡南ＪＣの活動発表は、どれも努力されて

いる点が出ていてこれからの活動が期待できます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（参加者）

活動発表
ミニコンサート

「リードアンサンブルMure」

体験ひろば・お祭りひろば

パソコンを使っての名刺作り、石絵アート、抹茶や煎茶
の体験など心和む一時でした。今年初めての餅つきも大
好評でした。

市民企画講座 出 前 講 座

食育ってなあに？

お母さんの手料理で子どもの

心と体は決まる

11／12　講師：中澤陽子さん
                   （食育アドバイザー）

桃太郎ではなく、「桃子」と

いう視点で子育てを見ると、

こんなにも違ってくるの

かとびっくりしました。お

ばあさんと変わっていく

おじいさんに共感しました。

　           （50代女性）
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おじいちゃんが教える

料理教室

8／5　講師：澤田洋一さん
　　　（ヤンミースクール代表）

　　　 佐藤澄江さん（栄養士）

「これからの家族と男女共同参画」

6／4　講師：山田昌弘さん
　　　　　　（東京学芸大学教授）

親と子のほっとサロン　～5回シリーズ～

講師：space“もやい”スタッフ

親にパラサイト（寄生）してい

る若者が増えている。所得格差

が広がりつつある状況下、結婚

は大変な状況にある…

第1回　5／11

講師：石野裕子さん

「親子でこころをそだてよう」

第2回　6／8

講師：藪田美生さん

「羊毛マラカスをつくろう」

第3回　7／13

講師：すぎもとかおるさん

「ソープボールをつくろう」

第4回　9／14

講師：相川葉子さん

「子持ち女性のセルフケア体験」

第5回　10／12

講師：溝呂木百合さん

「育て方、みんなちがってみんないい」

みんなで参画　まちづくり講座

講師：栗田真司さん（山梨大学助教授）

パフォーマンス：劇団さくらっ子

今後の推進のやり方、意見の吸い上げ

方、コミュニケーションの取り方等参

考になりました。色々な人との話し合

いの中で違う発想が生まれるという話

には納得しました。良い企画でした。

　　　　　　　　　（60代女性）

パソコン講座　　　　　　　　

講師：（株）ピーコ　パソコンスタッフ
子どもと女性のための護身術講座

講師：都留警察署員3名

第1回　4／29・30

　　　  表計算ソフトの

　　　  基礎を学ぶ　　

第2回　11／11・12

　　　  初めてのパソコ

　　　  ン操作

前に出て護身術を習っ

たところや護身グッズ

がもらえてよかった。

話も参考になった。い

ざという時、少しでも

役立てば有り難いと思

う。　  （30代女性）

市民企画講座 出 前 講 座

「いのちを囲むもの～男女共同参画社会に向けて～」

講師：内藤いづみさん（ふじ内科クリニック院長）
「思春期の子どもと親

  の関わり方」

6／17 講師：坂本玲子さん
　　　    （県立大学助教授）

「ちくちく言葉、ふわふ
わ言葉～ひとりひとりを
大切に～」

6／24 講師：粕谷貴志さん
  （都留文科大学非常勤講師）

澤田請子の健康体操講座
講師：澤田請子（（社）自彊術普及会富士北麓支部中伝）

「ふじよしだ男女共同参画プラン

～その具体的推進のために～

今、行政に求められていること」

1／17　講師：吉原五鈴子さん

 （元女性センター館長）

10/21・22

「講談で語る　戦国武将の妻たちと男女共同参画」
　　　　　　　講談師　宝井琴桜さん

活動発表 ワークショップ
展
示

バ
ザ
ー　センターを利用して活動して

いる11の団体が、日頃の成果を

発表しました。

　抹茶席・試食会・工作・手織

り体験等、子どもや学生も参加。

楽しいひとときを過ごしました。

10／21　午前　活動発表 午後　記念講演会
10／22　午前　ワークショップ  バザー 午後　ピュア富士フォーラム
10／21・22　　展示　バザー
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●県内市町村の男女共同参画関連施策についてご紹介していきます。

　早川町の男女共同参画行政は、平成11年の「はやかわ女性プラン」策定からスタート

しました。このプランの中では「男女が共に生きる社会を目指して」を総合目標として

５つの基本目標を柱とし、各基本目標には達成するための具体的な施策内容も示唆され

ています。(詳しくは早川町ホームページをご覧ください。

http://www.town.hayakawa.yamanashi.jp/）

　また、平成16年度には「男女共同参画推進条例」を施行し、今日まで活動を続けてき

ました。

　今年度の主な活動としては、豪雨災害やこれから恐れのある大地震災害に備え、国土

交通省、警察署、消防署、消防団、日赤奉仕団、女性団体連絡協議会が連携し「早川町

土砂災害訓練」を行いました。災害時におけるひと男とひと女の役割を確認し、男女共

同参画の視点から自主防災と災害復興の意識高揚に繋げる事ができました。

　「はやかわ女性プラン」の期間は10年となっており、今年は策定から9年目になります。

これまでの推進状況などを振り返り、残された課題と社会の変化による新たな課題を乗

り越えていくために、プランの推進・実践をさらに推し続けていきたいと考えています。

　山中湖村では平成11年9月に「女と男いきいきプラン山中湖」を策定、平成11年11

月に第1次「女と男いきいきプラン推進委員」を委嘱、平成16年10月1日に「山中湖村

男女共同参画推進条例」を公布・施行、また平成17年度に第2次「女と男いきいきプラン

山中湖」を策定し現在、第4次の推進委員で地域に根付いた推進活動をおこなっています。

　本村は、就労者の多くが観光業に携わっており、特に宿泊施設等においては、女性の

労働力に大きく頼る現状があるなど特有な労働環境にあります。

　その労働環境は、仕事の忙しい時期が夏や週末に集中するため、家事労働の延長のよ

うに思われがちであり、また、サラリーマン家庭の場合、女性が外に出て働く場所がサ

ービス業の他はほとんど無いなど、山中湖村特有の現状があります。社会環境の変化に

より女性の社会進出の機会が増え、少しずつではありますが、女性の地位が向上して参

りましたが、現実には昔からの慣習が住民の生活に少なからず影響を与えているように

思われます。

　このような中での推進活動ですが、月に1度、推進委員会を開催、平成10年4月から

毎月、村広報紙に推進委員が交代で原稿を書き掲載しています。

　また、年1回講演会を行っていますが、昨年度は水谷修さん、今年度は一人娘がいじめ

で自らの命を絶った小森美登里さんに「やさしい心が一番大切だよ」というテーマで講

演していただきます。

　今後も焦らず、男性も女性も男女共同参画について感心を持つような、住民参加の推

進体制づくりに向けて、行政と地域の皆様との協働により取り組んで参りたいと思います。

　南アルプス市男女共同参画推進条例と男女共同参画都市宣言は昨年12月市議会におい

て議決され、条例は本年2月1日から施行されました。この条例は、南アルプスハーモニ

ープラン推進委員の皆さんが条例素案を市長へ提言しそれを基に庁内検討部会で検討し

策定されました。

　条例づくりでは、他市町村の条例を引用してつくることをやめ、市民の条例であるた

めには、どうあるべきか検討しました。身近なところでおかしいと感じていることなど

問題点を出し合い、それを解決していくための具体策を考え、それらを抽象化し、条文

化する論点整理を通して、南アルプス市の独自性のある条例素案がつくられました。こ

の過程のなかで、市民の意見を十分反映しようと、「条例に盛り込むべき事項（中間案）」

を作成し、市民にパブリックコメントも求めました。市、市民及び事

業者等の責務を明らかにし、協働して男女共同参画の推進に取り組ん

でいく姿勢を謳った条文は、南アルプス市らしく、みんなで考え・み

んなでつくった・みんなの条例となって

います。

　プランに加え、条例を制定し男女共同

参画都市を宣言したことを記念して2月

25日には、内閣府と共催で記念式典を

行ないました。

　市町村合併後の新南部町の男女共同参画推進は、「南部町ヒューマンプラン」作りか

らスタートしました。

　このプラン作りは、平成15年7月に男女18人からなる男女共同参画推進委員会を設置

し、一年をかけて審議し平成16年7月に策定しました。

　その後、プランに基づき推進委員会が中心となって「男女共同参画推進条例 案 」が完

成し、平成17年3月議会に町長提案として上程され、全会一致で可決、制定されました。

この条例案策定のために、委員全員がぴゅあ峡南の講座で、条例作りの基礎を学び、住

民自らの手で作り上げた画期的な条例となりました。

　本町における女性の町政への参画を始め、

推進に向けた取り組みはまだスタートしたば

かりですが、男女共同参画審議会の協力を得

て作成した、「ＰＲ用大型紙芝居」、平成

18年には「男女共同参画セミナー」の開催

など、一歩ずつですが前進しています。

　今後は、少子高齢化、国際化など日々変化

する社会情勢に対応した、男女共同参画社会

の実現に向けて積極的な取り組みを推進して

いきます。

ひと

ひと ひと

ひと ひと

ひと
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山梨県男女共同参画課
〒400-8501 甲府市丸の内1-6-1　Tel. 055-223-1358　E-mail : danjo@pref.yamanashi.lg.jp

山梨県立男女共同参画推進センター
●ぴゅあ総合：〒400-0862  甲府市朝気1-2-2　Tel. 055-235-4171

●ぴゅあ峡南：〒409-2305  南巨摩郡南部町内船9353-2　Tel. 0556-64-4777

●ぴゅあ富士：〒402-0052  都留市中央3-9-3　Tel. 0554-45-1666

　ぴゅあ総合では女性総合相談窓口を開設し、専任の相談員が、女性が抱える様々な相談に応じています。

また、配偶者暴力相談支援センターとしての業務も行っています。

　●相談日　火曜日～日曜日（月曜日、祝日の翌日、年末年始は休み）

　●電話相談　9：00～17：00（相談専用電話  Tel. 055-237-7830）

　●面接相談　9：00～17：00（受付は16：00 まで）

編集・発行

6月8日（金）に県立文学館において、「平成19年度やまなし男と女とのフォーラム」

を開催します。開会式では、県男女共同参画推進事業者等表彰を行い、講演のほか、パ

フォーマンスの上演、展示等があります。

　　講師：村松真貴子さん（エッセイスト、アナウンサー）

なお、推進月間中は、各ぴゅあにおいてもそれぞれ講演会や展示等の開催があります。

◆やまなし女性の応援サイト

　http://www.pref.yamanashi.jp/challenge/

◆男女共同参画課ホームページ

　http://www.pref.yamanashi.jp/barrier/html/danjo/index.html

平成19年度の塾生を募集します。詳細は、県男女共同参画課まで。

応募期限： 5月15日（火）

日　　程： 6月12日（火）開塾式、7月10日（火）、8月7日（火）、9月11日（火）、

　　　　   10月9日（火）、11月13日（火）、2月19日（火）成果発表会

平成19年度の受講生を募集します。詳細は、各ぴゅあまで。

（Ｈ18年度の状況については3ページ参照）

第1回　6月23日（土）、第2回　6月24日（日）、第3回　7月1日（土）

　　　　講師：廣瀬隆人さん　「大人の学びをまちづくりにいかすために」

第4回　9月1日（土） 一日県外研修（国立女性教育会館）

第5回　12 月2日（日） 発表会
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